
保護者 地域住民 校長 教職員 ボランティア その他 計

44 106 26 44 5 21 246

17.9% 43.1% 10.6% 17.9% 2.0% 8.5% 100.0%
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学校運営委員会の委員決まる 
 学校運営委員会（以下、運営委員会）の委員は、保護者、地域住民の他、校長、教職員、

学校支援ボランティア、その他教育委員会が認める者など、学校の実情に応じて校長が推

薦します。 

●その他教育委員会が認める者（例） 

子どもの育成に関わる方（育成会）、民生委員等、福祉関係の方、土曜広場、少年団関係者 等 

校長は、委員候補者からの承諾書を受領後、委員推薦書を教育委員会へ提出し、教育委

員会が任命することになっています。 

 ４月２６日（水）に第４回定例教育委員会が開催さ 

れ、学校から推薦のあった246名が承認されました。 

 推薦分野別にまとめると、以下のようになります。 

  

 

 

 

校長は、２６校全員。教職員４４名の内訳は、教頭 

２５校（角山小未配置）全員、主幹教諭は７名中６名（85.7％）となっており、あとは、

教諭１2 名、事務職員１名となっています。 

 なお、推薦分野で地域住民となっている方が、民生委員や育成会を担当されていたり、

保護者がボランティアをされていたりするなど、実際は重複しています。 

 第１回運営委員会が始まる 

◎江別第一小学校運営委員会 

江別市の運営委員会のトップを切って、江別第

一小学校の第１回運営委員会が４月２６日（水）

１８時から校長室で開催されました。校長挨拶、

委嘱状を各委員に手交後、運営委員長に川除照夫

さんが選出されました。 

以後、川除委員長の進行で、終始なごやかな雰

囲気の中、会が進められました。          第一小 黒川校長が説明している様子 

意見交流では、「学校と地域の結びつきをどのようにして作っていくか」について示唆

に富む意見をたくさんいただきました。中でも、学校便りについて、地域のことも取り入

れると、もっと地域の人々に親しみのあるものになるとの意見をいただき、第一小では、 

え べ つ 型 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 
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地域とともにある 

学校づくり 

 



早速、次のような記事を掲載しています。 

 

 

 

 

今後、順次行われる第１回の運営委員会の様子を掲載していきます。 

 

CS に関する法律一部改正  ポイントを紹介します。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正が行われ、4 月１日施行されました。 

法律上は、学校運営協議会という名称ですが、江別市は学校運営委員会と称しています。 

 

 

  

 

 

 

                        ※1～今回の社会教育法の改正で規定されました。 

 

 

 

 

 

                                  

◎江別第三中学校運営委員会 

 ５月８日（月）１９時から視聴覚室で

開催されました。校長挨拶、教頭から学

校運営委員会の設置等に関する規則の説

明があり、続いて、委嘱状が校長から各

委員に手交されました。その後、運営委

員長に小田進一さんが選出されました。 

 小田委員長の進行で平成２９年度の学

校運営についての説明が北本校長から行

われ、熱心な熟議が行われました。 

第三中 北本校長が挨拶している様子 

②設置が努力義務化 

（「指定」から「対象」に） 

学校運営委員会の設置が市町村教育委

員会の努力義務となり、指定の仕組みを採

らなくなりました。 

 

④委員の選出区分の明示 

（「対象学校の運営に資する活動を行う者」） 

「地域学校協働活動推進員」※1 や、学校と地域

をつなぐコーディネーター、学校支援ボランティア

の経験者等の選出が明示されました。 

①「学校運営への必要な支援」が明記 

学校運営委員会の機能に、必要な支

援についても協議することが明示さ

れました。 

 

③複数の学校に一つの学校運営委員

会を置くことが可能に 

小学校と中学校で合同の学校運営

委員会を設置することも今後、可能

となります。 

 


